
イをみが ,/ンの

国
交
省
き
き
つ
に
も
通
知

昨
年
９
月
、
運
転
ミ
ス
を
隠
す

た
め
自
動
列
車
停
止
装
置

（Ａ
Ｔ

レ
ー
ル
検
査
数
値
の
改
ざ
ん
な
ど
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

一
連
の
問
題
を

受
け
、
国
土
交
通
省
が
同
社
役
員
の
１
人
に
つ
い
で
安
全
部
門
ト
ッ

プ
の
任
務
を
解
く
よ
う
命
じ
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
が
２０
日
、
政
府

関
係
者

へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
行
政
処
分

で
、
２‐
日
に
も
同
社
に
通
知
す
る
。　
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荼

奨

条

木

箋

な
観

劣

交
通
相
が
事
業
者
に
対
し
、
施
設
や
列
車
の
運
行
に
つ
い
て
事
業
の
改
善

を
命
令
で
き
る
。
Ｊ
Ｒ
会
社
法
は
国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
伴

っ
て
株
式
を

保
有
す
る
国
が
経
営
に
関
与
す
る
た
め
の
根
拠
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、
代

表
取
締
役
の
選
任
や
事
業
計
画
を
認
可
し
、
業
務
上
必
要
な
命
令
を
出
す

と
い
っ
た
国
の
権
限
を
定
め
る
。
そ
の
後
の
改
正
で
、
完
全
民
営
化
し
た

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
海
、
西
日
本
は
対
象
か
ら
外
れ
た
。

る
。同

社
で
は
こ
れ

本
線
や

副
本
線
の
計
２
７
０
カ
所
で
レ
ー

ル
幅
な
ど
が
異
常
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
た
と
判
明
。
４４
あ
る
現
場

の
保
線
部
署
の
う
ち
９
部
署
が
検

査
数
値
を
改
ざ
ん
し
、
函
館
線
大

沼
駅
で
昨
年
９
月
に
起
き
た
貨
物

列
車
脱
線
現
場
で
の
改
ざ
ん
も
分

か

っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
２０
日
、
メ
ー
ン

ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
サ
ッ
カ
■

Ｊ
２
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム

ヘ
の
社
名
掲
載
を
今
季

か
ら
自
粛
す
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
今
後
も
続
け

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

Ｓ
）
を
ハ
ン
マ
ー
で
壊
し
た
運
転

士
に
つ
い
て
は
、
出
勤
停
止
１５
日

の
社
内
処
分
が
不
十
分
と
判
断

し
い
国
交
省
は
省
令
に
基
づ
き
運

転
免
許
の
取
り
消
し
を
通
知
す

る
。
安
全
管
理
体
制
の
立
て
直
し

に
向
け
ヽ
個
人
の
責
任
を
厳
し
く

問
う
構
え
だ
。

国
交
省
が
２‐
日
に
通
知
す
る
の

は
、
Ｊ
Ｒ
会
社
法
に
基
づ
く
監
督

命
令
と
、
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く

事
業
改
善
命
令
の
行
政
処
分
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
側
か
ら
弁
明
が
あ
れ
ば

聴
取
し
、
正
式
に
処
分
す
る
。
昨

年
■
月
か
ら
同
社
に
実
施
し
て
い

る
特
別
保
安
監
査
の
結
果
も
公
表

す
る
。

Ｊ
Ｒ
会
社
法
は
、
国
が
業
務
の

監
督
上
必
要
な
命
令
を
出
せ
る
と

定
め
て
い
る
が
、適
用
は
初
め
て
。

２
０
１
１
年
に
起
き
た
石
勝
線
特

急
脱
線
火
災
事
故
と
同
様
、
２
回

目
の
事
業
改
善
命
令
も
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
方
、
野
島
誠
同
社
社
長
は
２‐

日
午
後
、
札
幌
市
の
本
社
で
記
者

会
見
し
、
改
ざ
ん
な
ど
を
め
ぐ
る

社
内
調
査
の
結
果
を
明
ら
か
に
す


